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平成２９年度 第２回新潟市南区地域福祉アクションプラン推進委員会 会議概要 

日 時  平成３０年３月２２日（木） 午前１０時～１１時４５分 

会 場  白根健康福祉センター ３F 多目的ホール 
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午前 10 時  

事務局 

（石倉健康福祉

課課長補佐） 

 これより本年度第２回目の南区地域福祉アクションプラン推進委員

会を始めさせていただきます。 

 進行を務めます、南区健康福祉課の石倉と申します。よろしくお願

いいたします。 

 早速ですが、本日配付資料の確認をお願いしたいと思います。資料

の１と２、１－１と１－２がありますけれども、これは事前に送付さ

せていただいております。本日配付した資料、資料３と資料４が配布

してございます。それとは別に水色の南区おでかけ福祉マップ、それ

から南区在宅療養安心ガイドブックという薄い冊子ですけれども２つ

配布させていただいております。不足等ございませんでしょうか。 

 それでは、本日事前に欠席の連絡をいただいております、白根地区

の小柳委員、根岸地区の半戸委員、連合保健会の相田委員、ボランテ

ィア団体の柳委員から事前欠席をいただいておりますが、もう一人ま

だ、大郷地区遠藤委員がまだお見えになっていませんけど、そのうち

来られると思います。 

 本日、会議内容の議事録を作成するため、録音させていただいてお

ります。よろしくお願いいたします。 

 それでは最初に、南区の中村健康福祉課長よりごあいさつ申し上げ

ます。 

事務局 

（中村健康福祉

課長） 

 皆さん、おはようございます。健康福祉課長の中村でございます。

本日はお忙しい中、また雨で足下の悪い中お集まりいただきまして、

誠にありがとうございます。 

 現在新潟市では、健康寿命の延伸ということで、一昨年以前から集

団検診などを一部取り入れたり、そういった活動を図って参りました。

また、地域包括ケアということで、いろいろな取り組みをこれから地

域で熟成させていかなければなりません。 

 本日は、各地域で活動していただいております地区別計画の報告や、

また平成 30 年度の取り組みなどについてご紹介させていただいて、そ

れについてご意見をいただきたいと思っております。 

 また、先週の土曜日に東区の方で健康寿命延伸アワードという会が

ございまして、各企業ですとかコミュニティ協議会等向けの応募と、

一般向けということで、企業や地域で活動している団体などの良い取

り組みを表彰するというのがございました。そこで一般の部というこ

とで、この度、大別当の茶の間ということで、今日お見えになってお

ります登石さんが表彰を受けてまいりました。そういった市の中で選
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ばれるような良い取り組みも行われておりますので、そういったもの

を参考にしていただいて、地域での福祉の輪はなかなか実際に活動し

ようと思うと負担もあるとは思いますけれども、なるべく負担になら

ないような形で、少しずつ地域の中で福祉の活動とかそういったもの

が広がっていくように、ご祈念申し上げたいと思います。 

 それと、私事ではございますが、私この４月１日から西川出張所と

いうところで、私の地元なのですけれども、異動することになりまし

た。本当に２年間ありがとうございました。また皆様方におかれまし

ても、一応この年度末におきまして一旦任期が終了するということに

なってございます。本当にこの間ありがとうございました。また引き

続き委員をしていただける方につきましては、今後もよろしくお願い

したいと思います。 

 本日はよろしくお願いいたします。 

事務局 

（石倉健康福祉

課課長補佐） 

 続きまして、南区社会福祉協議会の小林事務局長よりごあいさつ申

し上げます。 

事務局 

（小林南区社会

福祉協議会事務

局長） 

 皆さんおはようございます。南区社会福祉協議会事務局長の小林で

ございます。本日はご多用のところお集まりいただきまして大変あり

がとうございます。 

 早いもので、この南区地域福祉アクションプランも６年の計画の半

分を経過しようとしているところでございます。あっという間に過ぎ

たような感じがしますが、それぞれの期間・地域で様々な活動が実践

されてきたところでございます。今ほどは課長のお話の中にもござい

ましたが、委員の任期が今年度末に一旦切れまして、また新しい委

員、また継続されて就任される委員もおられるかと思いますが、残り

の３年間今までの取り組みを整理、検証して今後の活動につなげてい

くことが大切であると考えています。 

 このアクションプランを推進・実践することが、言われています地

域包括ケアシステム、生活支援体制の強化、支え合いのしくみづくり

につながっていくものと考えておりますので、皆様何とぞよろしくお

願いをいたします。 

 本日はよろしくお願いいたします。 

事務局 

（石倉健康福祉

課課長補佐） 

 それでは、次第の３、議事に入ります。 

 これより議事の進行を金子委員長の方からお願いしたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

金子委員長  皆様おはようございます。委員長の金子でございます。本任期の最
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後の会議ということになろうかと思います。３年間いろいろ皆様方に

ご協力いただきまして進めてまいりましたが、大変ありがとうござい

ます。 

 それではこれから会議を始めますが、速やかな議事進行となるよう

に皆様方の格段のご協力をお願いしたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

 それでは議事（１）でございます。平成 29 年度にいがた安心ささえ

愛活動支援事業補助金活動報告でございます。 

 事務局お願いします。 

事務局 

（星野地域福祉

係長） 

 南区健康福祉課地域福祉係の星野と申します。 

 今年度「にいがた安心ささえ愛活動支援事業補助金」を活用して地

域福祉活動を行っている１つの団体から活動状況を報告していただき

ます。 

 資料１が団体から提出された活動の概要をまとめたものになってお

りますので、参考として下さい。 

 それでは、説明の時間は５分以内でお願いいたします。よろしくお

願いいたします。 

金子委員長  それでは「まちづくり学校」は説明のほうよろしくお願いしたいと

思います。なお、質問については説明終了後にお願いいたします。 

まちづくり学校  本日はお忙しいところお時間いただきましてありがとうございま

す。私、ＮＰＯ法人まちづくり学校の木村と申します。よろしくお願

いいたします。 

 早速ではございますが、地域ふれあい発信発見まち探検新聞づくり

の報告をさせていただきたいと思います。お手元の資料をご参考に見

ていただければと存じます。 

 まち探検新聞づくりは、小学生、または小学生の親子を対象に、ガ

イドを受けながら町の魅力を発見するまち探検と、見つけた魅力を多

くの人に伝える新聞づくりを８月４日に行いました。参加者は親子合

わせて 18名、その中で南区内の参加者は９名の参加がありました。昨

年よりも南区内の参加者が増えたことはとても喜ばしく感じておりま

す。会場は金長をお借りし、新しいメンバーが加わった白根大凧タウ

ンガイドとともに、ルートや子ども向けの見所、訪問先の協力の打診

など、いかに子どもたちの興味をひきつけられる体験や話題を提供し

てもらうかを追及し、企画作りからご協力いただきました。 

 まち探検ではルート上の見せたい場所など、あらかじめ隠しておい

たカードを発見してもらったり、クイズ形式のミッションや見所を絵
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で表したビンゴゲームを用意し、子どもたちが自発的に観察し、町の

魅力に気付けるようゲーム性を取り入れる工夫を行いました。また子

どもたちに馴染みのない昔の生活や、普段見る機会のない店の裏側な

ど、人々の営みを通じて町が成り立っていることに気付くようにいた

しました。 

 新聞づくりにおいては、町の良さを人に伝える表現力を伸ばせるよ

うに、気付いたことや感じたことをまとめました。子どもたちの自主

性を大事にし、必要な場所ではスタッフが補助を行い、最後には一人

一人講師よりアドバイスをいただきました。 

 開催後は、当日の様子をまとめたレポートを参加者や協力いただい

た方々へ配布いたしました。この活動を通して今回感じた課題とは昨

年より南区内の参加者を増やすことができましたが、全体を占める割

合はまだ低いです。日程や広報の方法など再度検討し、南区内の参加

者を増やすことに務めてまいりたいと思います。 

 今回のまち探検新聞づくりは、悪天候と先方の都合で急きょ当日に

訪問できなくなり、ルートを短縮することがありました。事前の準備

とガイドの段取りの良さで大きな問題無く実施することができました

が、今後もこのような状況を想定し、念入りに事前準備が必要だと思

っております。 

 白根大凧タウンガイドが小学校の体験学習や行事など、地域の場所

で活躍できる場を増やせるよう、今後の活動のＰＲに利用してもらう

など、ガイドの会の運営と併せて支援していくことが課題と思ってお

ります。 

 また、活動を通じて思ったことは、普段は車で通り過ぎてしまう町

の中を、クイズ形式のミッションなどさまざまな仕掛けを用意し、自

ら質問することや、地域のボランティアガイドのガイドを聞き、商店

街の方のお話を直接聞くことで、自分の住む町にどんなお店があり、

どんな人たちが住んでいるか理解することができました。そして町の

魅力に気付くことができ、町への愛着が生まれ、担い手育成へつなげ

るきっかけができました。区内外から参加をいただき、子育て世代同

士が交流することで、地域を越えた仲間作りができました。 

 参加者からは、いろいろなものを見たり、知らなかったことがたく

さんあって面白かった。奥深い白根の魅力を再発見できたなどの感想

を多くいただきました。親子で一緒に地域に関わる楽しさに気付いた

ことで、町への興味関心を持つことへつなげられたと感じています。

そして今回事前取材を行い、協力して下さるお店やお寺の方に、昔使
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用していた漆器が残っていたり、戦時中のお手紙が残っていたりと、

当日も準備をしていただき、子どもたちへ直接見ていただくことがで

きました。こういったものを実際見ていただくことで、昔の生活や様

子がより分かりやすく伝わり、町の不思議だったことが紐解かれてい

きます。地元の方もこのような活動に参加することで、自分達の町の

歩みを見直し、町への誇りを再認識することへとつながりました。こ

うした活動が町を元気にすることへつながり、自分達の日々の楽しみ

にもつなげられると良いのではないかと感じております。このまち探

検新聞づくりが、その活動の一歩につながれば良いと感じており、こ

れからも活動を続けていきたいと思っております。ありがとうござい

ました。 

金子委員長  どうもありがとうございます。 

 それでは今のまちづくり学校さんの説明について、あるいはお聞き

したいことがあればお受けいたしますが、いかがでございましょうか。

 これは２年目でしたかね。 

まちづくり学校  そうですね。こちらの助成金を使わせていただいて２年目になりま

す。 

金子委員長  何かございませんでしょうか。 

 どうぞ。 

藤委員  南区からは、味方小学校と小林小学校のみで、白根小学校からはゼ

ロですか。 

まちづくり学校  はい、今回はちょっと白根小学校からの参加者が居なかったのです

けれども、味方小学校と小林小学校のほうから合わせて３組の親子の

参加がありました。 

藤委員  たとえば、こういうものがありますということで、学校や関係機関

には周知をしたのでしょうか。 

まちづくり学校  各南区内の小学校のほうにはチラシを送らせていただき、健康福祉

課にもご協力いただき、各所チラシを何部か置かせていただきました。

白根小学校のほうは児童一人一人にお配りすることが難しいというこ

とで、広報の棚があるそうなので、そこに置いて見て必要だと思った

子が持っていく、という形を取ることしかできないと言われてしまい、

皆さんにお知らせするということが難しかったのでそのようにいたし

ました。 

藤委員  内容を聞いた限りでは、とても子どもたちが喜びそうな、参加した

らこれは良かったなと感じるような内容だったので、子どもたちって

自由に持っていってくださいと、なかなか大人のほうが声をかけない
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と全員に行き渡るということは難しいのかなと思いますので、可能で

したらですけれども、置くだけでは無理だったということだったので

すけれども、全員配布というか、家庭への配布をできれば白根小学校

からも参加していただけたのかなというふうには思ったのですけれど

も。 

まちづくり学校  意見ありがとうございます。 

金子委員長  ほかにありますでしょうか。 

 無いようでしたらこれで報告終わりにしてよろしいでしょうか。 

ありがとうございます。 

まちづくり学校  ありがとうございました。 

金子委員長  それでは続きまして議事（２）に移ります。 

 「平成 30 年度南区地域福祉アクションプラン分野別計画の取り組み

について」ということでございます。皆さんご案内のように、今のア

クションプランでございますけれども、６年の計画ということで作ら

れたわけでございますが、ちょうど 29年度で３年間、中間まで来たと

いうことでございます。それで 30 年度は折り返しの年ということでご

ざいますが、その 30 年度の分野別計画の取り組みについて事務局の方

から説明をお願いしたいと思います。 

 なお、質疑については、４つの分科会すべての説明が終わったあと

でお願いしたいと思います。それでは「児童・子育て支援」分科会に

説明をお願いしたいと思います。 

事務局 

（長谷川児童福

祉係長） 

 それでは、児童・子育て支援係の報告をいたします。私は児童福祉

係の長谷川と申します。よろしくお願いいたします。 

 それでは資料２、こちらの大きな資料の１枚目をご覧いただきたい

と思います。小項目の子育て世代が孤立しない町づくりについてです

が、平成 29 年度では、課題に対して多様は手法による子育て情報の発

信、子育て中の親同士の交流促進、ネットワークづくり、訪問・相談

事業の強化について計画した内容を実施したことによる子育て世代が

孤立しないような仲間作りにつながっており、一定の成果が見込まれ

ています。 

 小項目全体では、実施内容や年度目標数値などを大幅に修正する必

要が無いことから、平成 30 年度も平成 29 年度と同じ内容で実施して

いく予定ですが、さらに子育て世代同士がつながりを深めていけるよ

うに、公民館主催の子育て講座の参加者も含めて、つながりを深めて

いけるように支援を行う予定です。 

 ２ページをご覧ください。小項目の地域で支えるゆとりを持った子
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育てができるまちづくりについてです。平成 29 年度では計画した内

容を実施したことにより、地域住民全体で子どもを育む意識の向上、

子育て中の親子の居場所の確保、子育て支援リーダーや、ボランティ

アの育成と活動の支援につながる成果が見込まれています。 

 小項目全体では、実施内容や年度目標数値などを大幅に修正する必

要がないことから、平成 30 年度も同様に実施していく予定です。 

 次に３ページをご覧ください。小項目の子育て支援施設・事業の充

実についてです。平成 29 年度では、計画した内容を実施し、子ども

に関する悩みについてのアドバイスや、子どもが安心して遊べる環境

の整備、子育て支援施設や事業の内容の周知に努めたことで、一定の

成果が見られております。 

 小項目全体では、実施内容や今年度目標数値などを修正する必要が

ないことから、平成 30年度も同様に実施する予定です。 

 以上で児童・子育て支援の分科会について説明を終わらせていただ

きます。 

金子委員長  それでは続きまして「障がい福祉」分科会、お願いしたいと思いま

す。 

事務局 

（呉井障がい福

祉係長） 

 「障がい福祉」分科会担当の障がい福祉係の呉井と申します。よろ

しくお願いします。 

 平成 30 年度の障がい福祉分科会の実施内容について説明いたしま

す。 

 ４ページをご覧ください。小項目、福祉サービス利用の相談体制充

実です。平成 29 年度では、機関相談支援センター秋葉の周知を図るた

め、区だより、社会福祉協議会だよりに掲載し、また幼稚園・保育園、

小・中学校の職員を対象に相談支援に関する研修会を開催しました。

現場の方たちが、どこに相談したらいいのかなどの相談窓口やサービ

スの周知を図りました。 

 小項目全体では、実施内容や年度目標数値など修正する必要がない

ことから、平成 30 年度も平成 29 年度と同じ内容に実施していく予定

です。 

 ５ページをご覧ください。小項目、障がいのある人と地域が交流で

きるまちについてです。平成 29 年度では、地域の人たちへ障がいに対

する理解と地域の受け皿づくりのため、地域の行事に積極的に参加で

きるよう呼びかけをお願いしてきました。平成 30 年度は平成 29 年度

の内容に心の健康づくり講座を加えました。こちらは今までも実施し

ていた事業ですが、現在は市全体の中の８区のうち南区だけで取り組
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んでいる事業であり、ここに新たに付け加えました。内容としまして

は、精神保健福祉、ボランティア活動に興味・関心のある方、民生委

員や保護司等を対象に、精神障がい者と市民が協力し合い、共に生き

る町づくりを推進することを目指し、精神障がいについての知識の普

及・啓発を目的とし、講座を開催する予定です。 

 次に６ページ、小項目自立支援体制の充実についてです。 

 平成 29年度では、記載のとおり、計画した内容で実施することによ

り、地域の課題の解決に向けて話し合える環境の整備の充実という課

題に向け、生活課題の早期支援に関係機関と情報共有を進めてまいり

ました。平成 30 年度は障がい児関係者合同研修会開催を加えました。

こちらは今年度、自立支援協議会で障がい児ワーキンググループを立

ち上げ、来年同以降もこの研修会を続ける予定です。 

 以上、障がい福祉分科会の報告を終わります。 

金子委員長  それでは、次でございますが「高齢者福祉・介護支援」分科会お願

いいたします。 

事務局 

（長谷川高齢介

護係長） 

 皆さんこんにちは。健康福祉課高齢介護係の長谷川と申します。い

つもお世話になっております。私のほうからは高齢者福祉介護者支援

についてご説明いたします。 

 資料２の７ページご覧ください。目標である大項目の高齢者が安心

して暮らせるまちについて、７ページから９ページまで３つの小項目

に分けてまとめてあります。おおむね今年度を継承した計画となって

おりますが、目標の変更をした項目もございます。 

 まず小項目、高齢者・介護者を支えあうまちづくりご覧ください。

平成 29 年度はゆるやかな見守りを行う取り組み支援として、地域から

の要望により見守り活動実施検討支援や、地域の集いの支援などを行

ったほか、自治会や民生委員、介護専門職を対象に、個人情報の取り

扱いについての研修会等を実施しました。平成 30年度も地域からの要

望に沿った支援を行っていきたいと考えています。 

 また、地域包括支援センターや介護教室の周知については、行事の

たびに行っておりますが、より多くの方々から参加していただけるよ

う、来年度も引き続き周知を続けてまいります。さらにケア会議など

を活用し、顔の見える関係、ネットワークづくりも継承して実施する

予定としております。 

 続いて８ページ、小項目、高齢者の健康づくり・介護予防の推進で

す。平成 28 年度からミニドック型集団検診と「はかろう体重！大作戦」

を新たに実施したほか、ほかの取り組みも計画どおり実施し、区民の
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健康づくりの関心を高めました。来年度も引き続き実施していきます

が、取り組み番号①地区での健康づくり講座のフォロー講座、ウォー

キング講座については、運動をしようとする人しか集まってまいりま

せんので、より多くの方々から関心を持っていただくために、平成 29

年度から食育講座も合わせて実施し、うまくウォーキング講座へつな

げることができましたので、平成 30 年度も同様に食育と併せて実施し

ていきます。 

 最後になります。９ページ、小項目認知症の予防と対策です。平成

29 年度は認知症予防の教室を１教室 20 回実施し、14 人の方が参加し

ました。この予防教室は、参加者には一定の効果が見られますが、半

年間にわたり週に一回通所での講座のため、参加しづらいことから、

平成 30 年度では、広く認知症予防についての啓発をしていくために、

新たに認知症予防出前講座に切り替え、地域で運動ボランティアとし

て活躍している、運動普及推進委員にご協力いただき、地域の茶の間

に出向いてまいります。目標は初年度のため年２回としました。 

 認知症サポーター養成講座につきましては、今年度の申請件数 21

件の受理をしているほか、南区職員向けの講座も開催いたしました。

今後も増加する認知症対策として、引き続き有効な広報活動を考えて

いきます。また平成 27年度に立ち上げた、認知症サポーターを養成す

るキャラバンメイトの方々の連絡会は、情報共有と活躍方法の検討を

行うため、こちらも引き続き実施していく予定です。認知症カフェに

つきましては、昨年度より回数を増やし、年６回から５月より毎月第

４土曜日に開催しておりますので、目標数値のほうを平成 29年度の６

回から、12 回に変更しました。今後も定期的な開催と安定運営を目指

し、続けて行く予定としております。 

 以上、高齢者福祉介護者支援の取り組みについての説明を終わりま

す。ありがとうございました。 

金子委員長  それでは、最後でございますが、「地域づくり」分科会お願いした

いと思います 

事務局 

（田村南区社会

福祉協議会南区

ボランティア市

民活動センタ

ー） 

 地域づくり分科会のご説明をさせていただきます。南区社会福祉協

議会南区ボランティア市民活動センターの田村と申します。よろしく

お願いいたします。 

 地域づくり分科会は、資料の 10 ページから説明させていただきま

す。小項目、地域のボランティア活動の場、発信と活動支援です。白

根健康福祉センターボランティアルームの活用につきましては、未利

用の団体に情報提供を随時行っていきます。また現在使用しているボ
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ランティア団体からは、情報収集を随時行っていきたいと思っており

ます。ボランティア団体の交流・研修会、講座につきましては、平成

29 年度では計画した内容を実施したことにより、ボランティア育成、

ボランティアへの情報交換等が行われました。また子どもだけではな

く、大人への福祉教育を行うことで、福祉教育への理解が深まったと

考えておりますので、引き続き平成 30年度も取り組んでいきます。 

 災害ボランティアの育成に関しましても、地域の方との災害ボラン

ティアセンター設置訓練を行ったことで、周知と理解につながったと

考えられます。災害ボランティアセンター設置訓練では、検討委員会

を平成 29 年度からは２か月に１回の開催といたしました。平成 30 年

度も引き続き南区におけるサテライト候補地や、災害ボランティアセ

ンターの設置の際に必要な事項や、災害のネットワークづくりを検討

していきたいと思います。また年１回の設置訓練では、災害ボランテ

ィアセンターに対する実践的なスキルアップを行い、災害ボランティ

アセンターの意義を周知していきます。 

 小項目全体では、実施内容や年度目標数値を修正することがないこ

とから、平成 30 年度は平成 29 年度と同じ内容で実施をしていきたい

と思っております。 

 続きまして、11 ページの小項目、地域のお茶の間・ふれあいいきい

きサロン活動の支援を説明させていただきます。平成 29年度では計画

した内容を実施したことにより、サロン間の交流が行われました。こ

れにより、サロンの問題解決などの成果が見込まれました。平成 30

年度も交流会や研修会を開催し、特に男性の参加が乏しいことから男

性の対象とした交流会も計画していきます。 

 次に広報に関しましても、社協だよりにサロンマップを掲載すると

いう目標がありましたが、紙面の都合上、マップを載せることが難し

くなりましたので、成果指標の文言からもマップという文言から情報

に変更させていただきたくお願い申し上げます。ただ、サロンの活動

を紹介するにあたって、社協だよりに一覧表として掲載することがで

きましたので、それによって内容が周知されたことと思います。平成

30 年度では社協だよりにサロン、お茶の間情報を再び掲載すること

で、１人でも多くの方がサロン活動に参加できるよう周知に努め、支

援していきます。また、新たな立ち上げや、助成金の相談も随時お受

けしながら、サロンの支援を行っていきたいと思っております。 

 小項目全体では、実施内容や年度目標数を修正することがないこと

から、平成 30 年度では、平成 29 年度と同じ内容で実施していきたい
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と思います。 

事務局 

（立川総務課安

心安全係長） 

 ごめんください。総務課安心安全係の立川と申します。よろしくお

願いいたします。 

 私のほうからは 12 ページ、小項目避難行動要支援者支援体制の充

実について説明させていただきます。平成 30 年度につきましても、

役員が交代しても、災害時の要支援者の支援体制が円滑に図れるよう

に、要支援者名簿の引き継ぎや自主防災訓練などでの要支援者の確認

などを行っていただけるよう、自主防災組織や自治会、町内会の方に

平成 30 年度も引き続きお願いしていきたいというふうに思っており

ます。また白根高校の生徒を対象としました防災ボランティア講座、

これは毎年、今年は１月の終わりと２月にやっているわけですけれ

ど、そちらのほうにつきましても学校と協議しまして、今年度も地域

の方々、また防災士の方々にも参加していただいておりますけれど

も、次年度も地域の方々にも見学参加していただきながら、地域の助

け合いの向上を図っていきたいというふうに考えております。簡単で

はございますが以上となります。 

金子委員長  ただいま事務局から、平成 30 年度分科会の計画について説明がご

ざいました。その小項目に基づきまして、課題解決のための具体的な

取り組み内容、それぞれ出ているわけでございますが、今の説明の中

で皆様方が聞きたいことがございましたら、どうぞ遠慮無くお聞きい

ただきたいと思います。何でも結構でございますが、気軽にお手を挙

げていただければと思います。 

 内容については、ほぼ平成 29 年度を踏襲しているような状況だと

いうことでございます。特に 30 年度において、何か新しくことが必

要だというものがなにかございますでしょうか。 

 ないようであれば、これでただいまの提案申し上げました内容で、

平成 30 年度も取り組むということでよろしいでしょうか。 

 ご報告ありがとうございました。 

 それでは、この計画を基にプランを進めていただけるということで

お願いしたいと思います。大変ありがとうございました。以上で２番

目の議題については終了させていただきたいと思います。 

 議事（３）地区別計画の取り組み状況についてでございます。 

 このアクションプランの中に地区別計画、12 地区ある地区別の計

画というものがございまして、アクションプランの中に一緒に入って

おります。南区の 12 の地区別計画について年度ごとの状況を推進委

員会へ報告するということになっておりまして、報告内容を各地区へ
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情報提供し、さらなる計画の推進につなげるということで、各地域の

取り組み状況、評価についてご報告いただきたいと考えていますの

で、よろしくお願いいたします。 

 それでは、各地区代表の委員から説明をお願いしますが、欠席の地

区につきましては、説明の省略をさせていただきたいと思います。各

地区の報告時間でございますが、時間の都合もございますが、おおむ

ね３分程度で、３分以内でお願いしたいと思います。また質問につい

ては全地区終了後にお願いしたいと思います。それでは名簿の順番で

お願いいたします。 

 新飯田地区の金子委員からお願いしたいと思いますが、よろしくお

願いいたします。 

金子委員  資料の３の１ページでございますが、報告をいたします。 

 網掛けになっている部分を平成 29 年度取り組もうということでや

ってまいりました。２月に委員が集まりまして、実施状況等話し合い

をしてまいりました。非常にここに記載のとおりでございますが、な

かなか自治会によっても取り組みの濃淡等もございまして、満足いく

ようなものにはなっていないというのが実態でございましたけれど

も、引き続き次年度についても、同様の内容で取り組もうということ

を確認してまいりました。とりわけ災害時の取り組みで、全体での参

加者を思いだしているわけでございますけれども、そういう所が何か

できないというのもございましたし、高齢者のひとり暮らし、高齢者

を対象にしたアンケートも実施をしてまいりまして、深刻な状況にお

られる方はないということが確認ができたというのがひとつの成果だ

ろうというふうに感じているところでございます。とりわけ高齢者世

帯のゴミ出し等を、自治会でかなり取り組んでもらってきている、と

いうことも分かりましたし、これを続けてまいりたいというふうに思

っている次第でございます。細かいことについては参照いただければ

と思います。 

金子委員長  どうもありがとうございました。それでは続きまして茨曽根の石山

委員よろしくお願いします。 

石山委員  よろしくお願いいたします。私どもの方も２月に集まりまして、笑

顔がつどう明るい茨曽根ということで取り組んでおりますが、一応こ

の網がけの中での、老人クラブの活動を充実させる、老人クラブを増

やすということで、皆様方、各地域の方で頑張っておられまして、学

校の方でも小学校に協力をしていただいて、畑の畝作りとか、柿だと

か桃だとかどうのこうのということで、いろいろな老人会の人方から
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もご協力をしていただいておりますし、地域の茶の間をつくるという

ことで、各地域ごとに年に数回の集まりがあるということを聞いてお

ります。 

 それから２の子どもたちに安全な地域づくりのほうですが、下校時

に合わせて大人が気を配るというのは、全体的には今まで少し目が届

かなかったという点もあるのですが、今年度から学校の方からのお願

いもありまして、セーフティスタッフというのが無くなったというこ

とで、見守り隊ということで今後協力していただける方を集めます。

集めるといいますか、お願いをしまして、一応やっていこうかと思っ

ております。 

 それと、子どもたちの地区の取り組みを伝えるということで、顔の

見える学校ということで一応文化祭ですとか、子どもたちの田植えで

すとか、地域で２月にさいの神をやっておりますが、そういうことも

子どもたちも一生懸命みんな協力してもらえて、やるということで、

また今年度学校でも田んぼと斉の神という形で、力を入れて取り組み

たいという話を先ほど聞いてきまして、ちょうど今日ここに集まると

いうことで、報告できると喜んでおりました。詳細につきましてはこ

こに書いてあるとおりだと思いますので、時間がありましたら、目を

通して見ていただければと思います。ありがとうございました。 

金子委員長  どうもありがとうございました。続きまして、庄瀬地区の牛腸委員

よろしくお願いします。 

牛腸委員  庄瀬地区の牛腸です。よろしくお願いします。平成 29 年度の地区別

計画の取り組み状況につきましては、コミュニティ協議会の会長、地

区社会福祉協議会長、地区の社会福祉協議会推進委員、民生委員で評

価しました。各項目ごとの評価につきましては、お手持ちの資料のと

おりです。 

 まず地域目標１の１項目目ですが、「歩いて来られる場所に集いの

場」の取り組みとして、今年度二つの茶の間が開設しました。一つ目

は昨年の４月に、菱潟第一自治会に民生委員と仲間の方々が中心とな

って、集会所を開放して待望のお茶の間を開設しました。現在は、毎

月１回のペースで開いております。二つ目は、同じく昨年の春に地域

生活センターのロビーを改装しました。広くボランティアを募集し、

全てボランティアの方々の手作りで、地域の茶の間、交流の場として

誰もが利用できるように改装しました。３月中、この春休み中ですね、

子どもたちを対象にした親子食事会を計画しております。いつでも誰

でも自由に利用できます。地域の茶の間については、資料の２項目目
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にも関連しております。茶の間のない自治会では、定期的に集会所を

利用して、病院の班会の集まりで、血圧測定、尿検査、輪投げなどを

して健康づくりを行っているところもあります。庄瀬地区は地域の特

徴として南北に細長く、高齢化率も高い地域ですが、老人クラブも２

か所しかありません。庄瀬本村には全くありません。高齢者が集える

居場所作りに、また誰もが住みやすい地域づくりに、引き続き取り組

んでいきたいと思います。２項目目、３項目目、５項目目につきまし

ては地区の恒例行事としてほぼ定着しております。４項目目につきま

しては高齢者同士が安否確認も兼ねて、声を掛け合って集いの場とし

て個人宅に集まっているところもあります。 

 次に推進目標２の２項目目です。災害時の支援体制づくりの関連と

して、緊急時、夜間でも利用できるようにＡＥＤを地域の数カ所の屋

外に設置しました。最後に課題としまして、１つ目、老人クラブの活

動に期待しますが、老人クラブという名称に抵抗感があって入会する

人がほとんどいない状態です。２つ目、保護者の方からの要望がある

学童保育について、これらについて今後検討してまいります。以上で

庄瀬地区の報告といたします。 

金子委員長  どうもありがとうございました。それでは続きまして小林地区の佐

久間委員、お願いいたします。 

佐久間委員  小林地区の佐久間です。よろしくお願いします。 

 私たちは、声かけ合う心をつなぐ小林地区ということで頑張ってま

いりました。内容はご覧のとおりですが、推進目標の「高齢者・障が

い者・子どものつながりを感じられる交流の機会を充実させる」とい

うことなのですが、３年間同じ評価なのですね。 

 委員の男性が集まりに出てこないので、目玉を考えるということな

のですが、昨年度も土橋先生から、男性はただお茶の間に出て来るの

ではなくて、目標がないとなかなか出席してもらうのが難しいという

ふうなことをお聞きしているのですけれども、今男性だけではなく

て、クラブ全体では小林地区は運動系のものは参加がとても多いで

す。それ以外のものとなると男性はただの茶の間というのは、先ほど

申しましたように出席が少ないのですけれども、男の料理教室という

のがあって、それに参加してこられるかたがいらっしゃるということ

ですが、これからいろいろな活動を考えていかなければいけないなと

いうことです。 

 それから障がい者の方には、やはり集まって来てもらう場所に、ト

イレが充実していないといけないのではないかなという反省で、３年
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ともＢが付いております。イベントやそういうものはとても充実して

おります。 

 ２の「地区の皆が地域活動情報を知る」ですが、まずやっている人

たちが一生懸命になって声かけしようということで、いろいろな声か

けは充実してまいりました。それからコミュニティ協議会の方も、い

ろいろな人に知っていただけるということで、今まで部会長はありま

したけれども、副部会長というのがなかったのです。それを付け加え

ました。ＢからＡということで評価いたしました。 

 ３番目の「子育てを地域住民で支援しよう」ということですが、私

たちのところは、去年もご報告いたしましたが「こばっ子クラブ」と

いう放課後児童クラブというものが軌道に乗っております。そのほか

に小学校の出前講座や、クラブ活動はボランティアの方がたくさんい

らしてます。そういうもので、小学校に関してはこれからも一生懸命

やらなくてはならないですが、充実しているということでＡの評価に

いたしました。 

 一番の課題は、私たちは上だけではなくて下にといいますか、住民

の方に周知するというのが、少し努力が足りないというのが問題点

で、いかに一戸一戸の方々とコミュニケーションを取るかということ

に来年度から頑張っていきたいと思います。 

金子委員長  どうもありがとうございました。続きまして臼井地区の大野委員よ

ろしくお願いします。 

大野委員  臼井地区の大野です。臼井地区では「やろってば！笑顔で仲良く臼

井地区」ということで取り組んでおりますが、推進表の１の「交流・

仲間づくりができる集まる場がある地区」ということで「地区の既存

組織を大切に育てるとともに連携する」。例年どおり、コミュニティ

協議会の総務委員会、自主防災会、桜寿会で行われている茶の間。中

学校の同窓会が組織化したいということで、取り組んでおります。そ

の中で定期的な会議や、行事として小学校で昔は地域の運動会があり

ましたが、それがなくなっていましたので、去年運動会形式のイベン

トを行いました。「既存の事業を活発にする」ということで、狸の婿

入りや、いろいろなイベント、敬老会などを、今までは小学校の参加

は難しいということでしたが、いろいろ相談して子どもたちに参加し

ていただいたり、中学校も保育園も参加するようになっております。

 ２の「ボランティアや地区活動を理解し関心を持てる地区」という

ことで、今までどおり、あいさつ運動、地域の公園清掃、いろいろな

ものを行いましたが、その活動の中で今までできなかったことを、い
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ろいろ次年度はこういうふうにしようという目標を立てて、来年度す

るように行っています。 

 その中で今回評価をするにあたって、地区のコミュニティ協議会の

役員と民生委員に集まっていただき行いましたが、アクションプラン

というものが宙に浮いていて、地区の住民達に伝わっていない。努力

はしているのですけれども、個々の行事は定着はしているのですけれ

ども、その中で行っていることがアクションプラン。イコールアクシ

ョンプランにならなくて、それをするにはどうしたら良いのかという

ことが臼井地区では課題となっております。 

金子委員長  どうもありがとうございました。それでは鷲巻地区の宮崎さん、よ

ろしくお願いします。 

宮崎委員  よろしくお願いいたします。鷲巻地区の宮崎です。お手持ちの資料

７ページにあるとおりなのでございますが、「各集会所を拠点とする

体制づくり」これには平成 29年度は、いち茶の間ができました。茶の

間といっても、定期的な開催、地域の方々の定期的な開催ということ

で、卓球を楽しんだり、カラオケを楽しんだりということで、お茶を

飲みながら交流を深めるということで、１モデルが追加になりました。

そして評価をＡとしました。 

 ２番目の「多世代交流の場をつくる」ということについては、交流

の場は今までも大鷲夜まつりであるとか、桜灯籠まつり、そのほか大

鷲小学校の体育館の跡地を利用しまして、去年は、ひまわりを植えた

のですが、これは見事に咲かなくて失敗しました。土作り、要は地を

やっぱり作らないと、うまくないという反省から、今年は、幼稚園児・

子どもたちと、ジャガイモとサツマイモを植えてみようということで、

世代間交流をしましょうということの計画があります。評価は非常に

よろしいということで。 

 続いて「既存の事業の拡充」これはあまり進めないものですから、

なかなか健康寿命を延ばす運動ということで、病院の班会を利用する。

この辺が少し進まないところではあります。 

 「ボランティアリーダーの育成を図る」という、非常にコミュニテ

ィ協議会も、社会福祉協議会もメンバーが一緒になりまして、なかな

かそこから広がりが見えてこない。毎回毎回同じ人が集まり、同じよ

うな話をして、ということで、なかなかそこから一歩が出ない。やは

り評価は低いですよね。 

 あとは「老人クラブの活性化」これも少し老人クラブということで、

皆さん仕事が忙しい、死ぬまで働くということなものですから、なか
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なかそうやって若い人にバトンタッチをして、自分は悠々自適という

地域ではないものですから、この辺も老人クラブの集会も少し厳しい

ということで、こうなっております。ただその中でも、一部集まろう

じゃないかという意識を持っていただいて、集まっている地域も、や

はり同じ地域になりまして、中鷲ノ木地域の方々がこうやって集まろ

うと。鷲の木地域はいいけど、そのほかの地域はやはり集まらない。

というのが現状かと思います。 

 全体を通しての話なのですが、私も６年やらせていただきまして、

こういうものをバトンタッチしていくということが、やはり大事なよ

うな気がします。毎回同じ人がやっているというと、本当に話が進ま

ないものですから。その人達は仲良くなるのですが、それを地域へ持

ち帰れるかというと、持ち帰ったときに、ではどうしよう、というと

ころが、やはりこれから課題かなという気がします。 

金子委員長  どうもありがとうございました。根岸地区は欠席でございまして、

大通地区、長谷川委員よろしくお願いします。 

長谷川委員  大通地区長谷川です。よろしくお願いします。評価の方はコミ協の

委員で出しました。今回の３年終わりまして、上の方になっておりま

すけれども、今回の評価を一度、もう一度厳しくといいますか、今ま

でやってきた既存の立ち上げから一応評価していましたけれども、も

う１回原点に戻って、評価をチェックし直そうという形で、評価表を

見ていただくと、１の「みんなで参加・交流・理解」、２の「みんな

でつくろう安心安全」というところで、同じ評価だったのは学校との

協力体制。これは多分、みんな同意見で B という形になりました。あ

との評価というのは、前回より下がりました。 

 ２番の方の「災害に対する避難体制の確立」これはＤだったのです

が、やることはやっているのではないかということで一致、一段階上

げてＣになりました。課題としては周知は各コミュニティ協議会や関

係機関うんぬん等ではしているのですけれども、行動に移してもらう、

そのためにどうする、という第一歩になるような、やはり工夫をして

いかないと発展しない。 

 先ほども言いましたけれども、老人会の参加が少ない。結構周知と

いうのではないのですけれども、なかなかそれでも実績はいかないと

いう感じもありますので、この周知は、ある程度皆さん知ってらっし

ゃるというふうに、右から左という感じで、止まらなくて、行動に移

してもらえないというのが結構見受けるといいますか、拝見していま

すので、今回はこの工夫、これが一番の課題かなというふうな形でし
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た。 

 あとは、要するに相当真面目に工夫するのですけど、周知して受け

取るほうの側の納得、これも同じことなのですけれども、できればう

ちでということも併せて、何かもう一つ工夫をしないと、ただやりま

した、受け取りました、はいさようならという形になりやすいので、

そういったところを平成 30 年度は少し工夫していきたいなというふ

うに思います。 

 もう一つ、各事業がコミュニティ協議会とバッティングというのを

結構しています。このアクションプランに関しまして。先ほど少し声

も出ましたけれども、要するに同じ事業が合わさされるといったこと

もありますけれども、そういったふうに重複するのがかなり見受けら

れて、どういうふうに評価していったらいいかという形も、今後多分

整備していかないとなかなか評価の制度というか形が難しいのかなと

感じています。 

金子委員長  どうもありがとうございました。それでは、白根地区は欠席でござ

いますので、味方地区、山宮委員にお願いいたします。 

山宮委員  味方地区社会福祉協議会、山宮でございます。先日役員会がござい

まして、一年間の総括を行いました。社会福祉協議会の構想としては、

従来のいろいろな取り組みを継続させることが一番大事だろうという

観点から、地域で不幸な人がおられれば手を差し伸べる、また安心安

全活動をする、みんなでやろうという部分で、従来から来ている部分

ですから、それをきちんとやって行こうじゃないかというのが実感で。

 やって、結果としてはこの表のように関係者の共有、これはいろい

ろな場で話を出してもらうというのを、役員の間の引き継ぎとか、住

民にも知ってもらうためには情報紙を発行しようということもやって

まいりまして、なんとかやりきれたのではないかというところ。これ

は社会福祉協議会の方々の働きかけや、学校と、特に小学校の協力、

中学校は防災関係は協力していただいています。それで関係機関が協

力してこの部分も社会福祉協議会の関係はコミュニティ協議会の部会

にもなっていますので、なんとか連動させながらやっていけたらいい

なと思っております。 

 ただ残念なのはボランティア関係。この部分が一番難儀をしている

部分でございまして、名乗りをあげる人がいるかいないか、実際はい

ないのですね。忙しいのですわ皆さん。千日団地だけは、農家でない

住宅団地でしたので、千日団地の自治会は独自の取り組みとして、見

回りをやろうじゃないかと相談しておりますけれども、その他はいわ
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ゆる農村百姓屋という部分が大半ですので、ここの方々は年を取って

も忙しい、ボランティアとても無理だ。何かあったときはやらなけれ

ばならないだろうけれども、日常的な活動はできない。というのが大

半でございまして、その部分をどうやってやっていくか。 

 老人会についても名前はたくさん出ているけれども、実際に活動し

ているのは、ほんの一部だというのが、おそらくどこも同じような実

態になるのかなと思うのですが。そういったところも従来の活動をと

にかく継続できるような、ともするとみんなへたばってしまいますの

で、そこを何とか手を入れていけば良いのではないかというようなこ

とで、一年間のまとめをさせてもらいました。 

金子委員長  どうもありがとうございました。最後でございます、月潟地区でご

ざいますが、私の方から説明させていただきたいと思います。 

 12 ページ一番後ろになります。大きな項目が４つございまして、

一番上の「子どもを含めて世代間交流の活動をしよう」ということで、

セーフティスタッフの充実でございますが、これについては、スタッ

フがなかなか裾野が広がっていかないということで、スタッフの数も

大体現状維持ということでございます。 

 それから「地域の茶の間に子どもを招いて一緒に活動をする」とい

うことでございますが、これも子どもの数が非常に少ないということ

で、なかなか子どもを呼んでということも非常に難しくなっていると

いうのが実態のようでございます。 

 「ふれあいスクールを継続する」これもスタッフが固定化しており

まして、なかなかセーフティスタッフと同様スタッフの数が増えてい

かないということでございます。広報等を活用しながら募集をしてま

いりたいと考えております。 

 「地域の茶の間を各集落に作ろう」これは今あるお茶の間以外にも

各集落につくるということでございますが、逆に去年５つあったのが

４つになりまして、というのも高齢化というのでしょうか、世話を焼

く人というのでしょうか、そういう方がなかなか高齢化になりまし

て、事務手続きが面倒臭いと。助成金をもらうのも大変だというよう

な話になったわけですね。もらわなくて良いから、集まっているのは

集まっているのですよね。集まっているのだけれども、助成金もらう

と面倒だし、今までどおり集まるのは集まろうということで、今まで

どおりはやっているという状況でございますが。 

 そんな中で冒頭のあいさつにもありましたように、大別当の茶の間

でございますが、この新潟市に評価されて、新潟市健康寿命延伸アワ
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ード準グランプリを受賞ということで、スタッフ一生懸命やっていら

っしゃいます。本当にありがたく思っているところでございます。 

 「今あるお茶の間について継続充実していく」ということでござい

ます。これについても集落が地区が８つあるのですけれども、まだ無

いところも半分ございますので、また取り組んでいけるように、スタ

ッフの充実を図っていきたいというふうに思っております。 

 ３番目「地区の運動会を盛り上げよう」ということで、これはもう

昭和の時代からずっとやっております。昭和 40 年代くらいから毎年

運動会、全地区参加でやっております。 

 ４番目の「ボランティア・地区のリーダーを育成しよう」というこ

とでございます。今、中学生がなかなか一生懸命ボランティアをやっ

てくれておりまして、地域内の空き缶拾いですとか、草取りですね、

そういうものを。お陰で中学生はライオンズ倶楽部から表彰をもらっ

たというような状況でございまして、地域の祭りにも参加してくれて

いるというようなことでございます。 

 先ほども少し話が出たのですけれども、この目標そのものがやって

いる方には浸透しているのでしょうけれども、アクションプランが全

地域の方に対して浸透しているのかというと、非常に疑問があるとい

う状況でございます。そんなことで評価も前年と同様の評価でござい

ました。 

 それでは各地区の皆さんから報告があったのですけれども、この活

動等について何か聞いてみたいこととかございますでしょうか。遠慮

無くお手を上げていただきたいと思います。いかがでしょう。 

 無いようでございますので、次に進んでよろしいですか。 

 議事の（４）分科会の見直しについてということで、事務局から説

明があります。事務局にお願いします。 

事務局 

（星野地域福祉

係長） 

 南区健康福祉課地域福祉係の星野です。 

 それでは、分科会の見直しについて説明させていただきます。お手

元の資料４をご覧願います。 

 本市では、限られた経営資源の中でも、市民の信頼に応えながら必

要な施策を推進するため、全ての事務事業の見直しにより、事務の効

率化・適正会に取り組むこととしています。そのため、この度はアク

ションプラン推進委員会の分科会のあり方について見直しをしたいと

考えています。 

 現在、当推進委員会において、福祉分野別の分科会を開催し、計画

の進行管理状況の把握及び評価を行い推進委員会に報告するととも
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に、必要に応じて計画の推進主体に対し提言を行っていますが、分科

会と推進委員会では、ほぼ同じ内容で重複した行程になっていること

や、各分科会で意見集約し、推進委員会に報告する形式であるため、

推進委員会における提言や意見が乏しくなる傾向があります。また、

ほかの区においては年２回の検討会で進行管理、評価を行う方式であ

り、分科会の開催は行っていません。ほかの区と共通に行っている事

務事業について、平準化や適正化の検討を行ったうえで効果化・効率

的な行財政運営を行う必要があります。見直しの方針としては、基本

年２回の推進委員会の場で進行管理や評価を行い、大きな変更がある

場合など必要に応じて分科会を開催することにしたいと思っていま

す。なお、進行管理表などは、事前配布し、意見等があれば委員会前

に意見集約を行いたいと思います。以上御理解の程、何とぞお願いし

たいと思います。 

金子委員長  それでは、今、事務局の方から分科会の見直しについてという説明

がございました。これについては私ども委員会の前に分科会を開いた

中で、いろいろ協議といいますか、話をして参っております。そして

この推進会議に向かうわけでございますけれども、その分科会、基本

的に分科会を事前に開くことなく、年に２回の委員会のみを行うとい

う提案でございます。これについて皆様方いかがでございましょうか。

何かご意見があれば遠慮無くお話しいただきたいと思います。 

山宮委員  味方地区社会福祉協議会山宮でございます。分科会を必要に応じて

というところが、非常にありがたいなと思って、私は大賛成でござい

ます。どうしてもこういう会議が重なるんですね。時期的にも集中し

ますので、できるだけこういった組織的な部分はスリムにしていって、

同じ内容を各会議で図るようなことがないように、１回で済むような

形にしていただくのは、非常にこれは良いことではないかなと思いま

すので、私は大賛成でございます。 

金子委員長  どうもありがとうございます。 

 ほかいかがでございましょう。ご異議ございませんでしょうか。 

 それでは今お話のようにスリム化ということ。そして、大きな変更

がある場合には、今までどおり分科会があるということでございます。

この分科会の開催につきましては、事務局側のほうから呼びかける場

合と、委員のほうから、ぜひこれを取り上げて欲しいという委員さん

側の要求というものもあろうかと思います。それらについて開催でき

るような形で事務局も取り組んでいただければということでございま

す。 
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 そういうことで決定させていただきますが、どうもありがとうござ

いました。 

 それでは、続きまして土橋先生のほうから、これまでの話の内容等

についてアドバイスいただければ幸いでございます。よろしくお願い

いたします。 

土橋アドバイザ

ー 

 お世話になっております。土橋です。今日はいろいろお話をお聞か

せいただいて、内容が評価になったのかなというふうに思っておりま

す。今日は「にいがた安心ささえ愛活動」の報告がまずありまして、

その中でまちづくり学校の取り組みの中で、皆さんそういう活動を行

われているということ、すでに２年間やられているわけですから、非

常にご承知なのだろうと思っていますけれども。いろいろな活動があ

ちこちでやられているのだけれども、それが、皆さん方、自分の地域

の中でどういうふうにつながっていくのかというところが、うまくつ

なげられるところと、そうではなくて、あれはあの団体がやっている

活動だから、任せておけば良いんだということで終わってしまうかに

よって、だいぶ違った反応になってしまうのだろうと思うのですよね。

 私も若いとき、地域の中で生活学校というような感じのものをやり

たいなと。それは地域や子ども会を通して、子どもたちに自分の住ん

でいる地域の歴史というものを、もう少しきちんと知らせていきたい

ということと同時に、その地域の中で生業をしてらっしゃる皆さん方

を、例えば魚屋さんだとか、何屋さんだとか、いろいろあるわけです

けれども、そういう方々のどういういう工夫をしながら、地域の中で

皆さんの生活を支えて来ているのかということを知ることによって、

地域の人、それから歴史、それから成り立ち等、知る機会をつくるこ

とができるということで、そういう試みをしたことがあるのですけれ

ども。やはり自分達の地域の良さとか何かは、どういう形で探してい

くのかというのは、いろいろな方法があると思うのですが、子どもた

ちに知っていただく、自主的に動いていただけるような配慮をしてい

く、というのは非常に大事ではないかと思いますし、皆さん方の地域

でもいろいろな行事の中に、今日お聞きしていると子供会や子どもた

ち、学校、小学校・中学校の参加を意識されているようですから、そ

ういうことをぜひ考えながら進めていただけるといいと思います。 

 最近、中学生が自分の地域の紹介をして、外から来た人たちにいろ

いろと地区の紹介をしたりしている活動がテレビなどで見られます。

やはり中学生くらいになると、かなりの能力を持ってらっしゃるわけ

ですから、そういう感性を生かすという働きかけがとてもいいのでは
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ないかと。 

 昔の話になりますけれども、三条で水害があったときに、ボランテ

ィアがずいぶん集まってきて援助をしてくれましたけれども、一番喜

ばれたのは地元の中学生が自分達のボランティア活動に参加してき

て、市民を勇気づけたというのが、私も新聞やテレビを見ながら、若

い人たちが、それも自分の地元の人たちが参加をしてくれることで、

本当にとても元気になるのだなというのがよく分かりましたし、皆さ

ま方もうまく一緒に活動されていくという方法を考えればいいのでは

ないかと。 

 ただ、小・中・高とも先生方は忙しいので、やはりやることになる

と、よほど学校と調整をしていかないと、なかなかうまくいかないと

いうのも感じますし、地域の中で先生方をお呼びして、何かいろいろ

事業をやろうとすると、まず教育委員会でダメ出しが出てしまうとい

うことに。だから逆に言うと地域と学校が話し合いをして、地域の中

で、地域の人たちが、どういう形で先生方を補佐しながら一緒に活動

していくのか、ということを考えていくことも大事では無いかなと思

います。地区の報告を聞かせていただいて思ったのですけれども、評

価は厳しくやってみたとか、それから前へ進んでいないようだ、とい

う話はされておりましたけれども、全体的に見ると改善をされている

という感じがしますし、大いに皆さんもそう思っていらっしゃるので

はないか。ただ、皆さんが思ってらっしゃることの中に、評価をした

人たちが固定化されてしまっていて、一般の住民の人たちがどういう

ふうに考えているのか、というのが見えないという部分があって、自

信を持ってＡ評価だよ、Ｂ評価だよといえない部分があるのではない

かと思うのです。 

 ですから住民とどういうふうな形で接触をして、その人達の声をど

うやって委員会やその地区の活動に反映をさせていくのかというひと

工夫を入れることができれば良いのではないかと思います。人数が減

ってきていてなかなか集まりができないという話がありました。 

 小学生が減ってきたとか、老人クラブの活動に参加する人たちがい

ないとか、地域の茶の間に男性が参加しないとか、いろいろあるわけ

ですけれども、やはり従来の価値観のままでことを進めようとしても、

なかなかうまくいかなくなってきているという現実もあると思うので

すよね。そうしたときにどういう考え方で物事を進めていこうか。例

えば地域の茶の間もお金をもらって、助成金をもらって開いているも

のを正式な茶の間とするのか、集まっている場所があって、そこはい
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ろいろな人たちが集まっているのだけれど、助成金はもらっていない。

では、そこはどうするか。どういう評価をするのかということを含め

て、もう少し柔軟性を高めて、地域の中であそこに皆さん集まってい

るのであれば、そこはそこで任せておこうというような形にして、も

っとなかなかできにくいところに力を注ぐとか、方法論も考えられる

のではないかなというふうに思います。 

 それから今回、マップづくりというのが抜けているのですけれども、

これは手元にいいマップができて配られていらっしゃるようなので、

こういう見える化を図るということは非常に大事だろうとに思います

し、これは障がいを持つ人たちだけに配ってそれでよしではなくて、

むしろ一般の人たちが、自分達が障がいを持つ人と連れだってどこか

へ出かけたときに、どこに何があるのかということを理解をして、積

極的に交流が図れるというふうに考えていただけると、とても役に立

つ地図ができていると捉えることができるのだろうと思いますので、

いい成果があがっているのではないかなと思っています。 

 それから皆さん方のほうでいろいろとお話しいただいた中に、自治

会の中での濃淡とか、子どもと高齢者の関わりの問題とか、老人クラ

ブのあり方、それから住民への周知の不足、アクションプランと自分

達の活動との関係、コミュニティ協議会と社会福祉協議会との関係と

か、人材の問題というようなことで、バッティングというのがありま

したし、子どもの数が減っているとか、そういうようなことも含めて

お話がありました。 

 やはり地域の中で、皆さん方がご努力されていろいろやっているこ

とを、住民にどう周知し、参加を得られるように仕向けていくのかと

いうのは、こういう場所で情報交換することによって、うちでもこう

いうことをやってみようとか、あそこでは、こういうことをやってい

るんだな、というようなことを理解することでもつながると思うので

すね。今は非常に人が集まって、そして地域を豊かにしていこうとい

うような掛け声がものすごく出ているのですけど、実際にはなかなか

難しいことですよね。人が定着しないとか、それから集まりにくい環

境がある。 

 そういうときに、地域での実践というのは、全国的に見ればいろい

ろな地域でいろいろな活動が行われていますし、成功事例もたくさん

あるわけです。そういう事例を皆さんで集めてきて交流のときに使う、

というのも非常に大事だと思いますし、今の時勢はいろいろなことが

できるような時代に変わってきました。今まで行政がこういうことを
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するといって、やって、それはうまくいくかいかないかということだ

けが問題になっていたのですけれども、現在はＮＰＯ法人などが中心

になって、どんどん展開をするようになってきました。ですから社会

福祉協議会の存在すらも、ＮＰＯの存在がおびやかすような形のとこ

ろもでてきているわけですよね。 

 そういう中で、皆さま方の中にある地域でのいろいろな活動主体が、

どういうふうにあって、張り巡らされているのか、また、どういう成

果を上げているのか、ぜひ共有をしていただきたいですし、地域の方々

に知っていただきたいというふうに思います。 

 すでに３年を経過したわけですから、改めてアクションプランをも

う一度見直していただいて、そして皆さま方がこれからの３年間をも

っと成果を上げていくように取り組んでいただければ、大変ありがた

いなというふうに思います。 

金子委員長  どうもありがとうございました。先生からいろいろご提言いただき

ました。何か、この際でございますので、先生にお聞きしたいことが

あれば、遠慮無くお聞きいただきたいと思いますが、いかがでござい

ましょう。よろしゅうございますでしょうか。どうも先生ありがとう

ございました。 

 以上で予定されました議事がすべて終了いたしました。 

 私事でございますが、先ほども述べましたが、３年間大変ありがと

うございました。お陰でスムーズな運営ができたと思っております。

感謝いたします。それでは進行を事務局に戻します。 

事務局 

（星野地域福祉

係長） 

 金子委員長、進行ありがとうございました。 

 それでは、事務局から連絡事項が３つございます。 

 まず１点目、次年度の推進委員についてです。当委員会の委員任期

は原則３年としており、再任の場合は６年まで可能となります。すで

に選出母体がある委員枠については、地区から推薦状をいただいてい

るところでございます。併せて一般市民からの公募委員も募集させて

いただいております。ご推薦をいただいています委員宛には、新年度

に通知を発送したいと思っています。また、次回の推進委員会は、再

任の方・新任の方という形になっておりますので、その点についてあ

らかじめ連絡をさせていただきたいと思います。 

 ２つ目の連絡です。今年度、区で発行した冊子について２点ほど紹

介させていただきます。最初に「南区おでかけ福祉マップ」について

です。このマップは区づくり事業の一環で作成したもので、障がいの

ある方をはじめ、誰もが意欲的に外出できるよう、福祉施設や公園な
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ど出かける際にトイレなど、施設の福祉概要がどうなっているか、マ

ークで表記をしてあります。マップは小学校区ごとに区分しておりま

して、児童・障がい・高齢者福祉施設・公園、そのほかに災害が発生

したときに身を寄せる避難所の施設がどうなっているのかマークで分

かりやすく表記してあります。作成にあたり、作成検討委員会を立ち

上げ、委員の皆様からご意見やアイディアをいただきながら作成した

ものでございますので、ご紹介をさせていただきました。 

事務局 

（相田健康増進

係長） 

 健康増進係の相田といいます。よろしくお願いします。 

 次にご紹介させていただきますのが「南区在宅療養安心ガイドブッ

ク」のご紹介をさせていただきたいと思います。こちらのガイドブッ

クは、在宅医療について啓発普及をはかるために２年前に作成した冊

子を、この度改訂したものです。本日おいでの小林地区の佐久間委員

からも、民生委員というお立場でこちらのワーキングに入って検討を

一緒にさせていただきました。 

 前回からの改訂ポイントになりますが、３ページをお願いします。

改正のポイントは、主に前回は高齢者向けとなっていた内容を、在宅

療養は病気や障がい・年齢を問わず在宅療養を希望するすべての人を

対象とすることを明記しております。２点目なりますが、歯科医が訪

問して訪問歯科診療を行うものについて、どんなときに利用すると良

いのかがなかなかわかりにくいという声があることから、３ページ目

のこの部分に「自宅で歯の治療はできるの」というところで、本当に

痛くて困っただけではないときに活用するといいのですよ、というと

ころで追加しております。また、南区の在宅医療や、療養をとりまく

体制も２年前から広がっておりまして、５ページからの在宅医療介護

対応機関リストを更新しております。３点目は、先ほどの訪問歯科診

療と表紙の挿絵にまんがを使用しております。在宅医療やこういった

療養に多くの方に関心を持ってもらうというねらいがあります。せっ

かくの場ですので、この場でご紹介させていただきました。 

 もう一つ追加で、先ほどお配りさせてもらった資料からＡ４、１枚

の資料の説明を簡単にさせていただきたいと思います。こちらは健康

寿命延伸アワード受賞団体の一覧になります。中村健康福祉課長のあ

いさつの中でもお話がありましたように、この一般部門のところで、

準グランプリということで、大別当の茶の間が表彰されております。

この健康寿命延伸アワードというのは今年度から取り組みとして始ま

ったものです。健康寿命延伸のために、地域での活動を活性化、また

多く紹介していこうということで始まっておりまして、コミュニティ
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協議会部門には、南区は５つの団体から応募がありました。一般部門

は南区からは１団体、大別当の茶の間様から応募がありまして、今回

準グランプリを受賞しております。 

 簡単ですが私のほうから紹介させてもらいたいと思います。こちら

大別当の茶の間が準グランプリを受賞した理由は、地域の健康課題を

意識しながら、運動、講話などを行い、その地域の活動を健康寿命一

口メモとして掲載し、お茶の間だよりを全戸回覧しております。この

ように健康状況を広く伝える活動が評価されたということで、私のほ

うから紹介させていただきます。 

事務局 

（石倉健康福祉

課課長補佐） 

 皆さん大変長い間ありがとうございました。これで今日予定してお

りました議題事項等はすべて終了いたしました。これで今日の会議を

閉じさせていただきたいと思います。 

 大変ありがとうございました。お気を付けてお帰りください。あり

がとうございました。 


